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新型24V式カーボンパイル電圧調整器について
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Abstract

To replace the former vibrating contact type voltage regulator,Hitachi,

Ltd.,has been producing,Since around1948,the carbon pile type voltage

regulatoroftheno-COntaCtdesignforapplicationas automatic voltage regulators

On dieselenglne CarS.

As the result of various researches,a VOltage regulator has been developed

Which canprevent hunting perfectly withoutlowering the quick responsibility,

and also has a generalspeed characteristic whichis equalto,if not s11perior

to,the vibrating contact type.

This report deals with an outline of the researches conductedin this con-

nection.Theitems related are as follows:

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

Causes of hunting.

Relation of hunting to circuit speci丘cations.

Hunting preventive circuit.

Determlnlng Of the preventive circuit and speci丘cationsforeachcircuit.

Performance of this new type voltage regulator.

According to the results of this experiment,the stabilityisimproved,

huntingcanbecompletelyprevented,and the test showed exce11ent performance

With no adjustment necessary and no trouble forlOO,000kilometers operation.

Moreover,the performance characteristics after travelling showed hardly any

Change from that at the beginnlng.After the completion of this test,this

VOltage regulator was sti11in perfect condition for further use.

自動車用充

〔Ⅰ〕緒

発電機には従

二方法のうちいずれかゞ

言

第三刷子式と定電圧式の

用されてきたが,最近では電

気負荷の増加と,蓄電池保護の見地より定電圧式に移り

つ｣ある｡外車はすでに第三刷子式l･まほとんど使用され

ていない｡定電圧式とは直流分巻発電

器と組になった充電方式をいう｡

一般に自動車充電発電機の特異点ほ

(1)使用回転数の幅が広いこと｡

と自動電圧 整

通常少くとも1,000rpmより4,000rpmと4倍

の範囲を要求されるが,場合によってほ6,000rpm

まで定電圧性を要求される｡

(2)充電特性が良好であること｡

日立製作所多賀工場

蓄電池の要求に合致した特性を持っていなければ

ならぬ｡

(3)苛酷な使用状態においても十分信頼性のあるこ

と｡

発電機の装架場所はエンジンの近くにあり,エン

ジンルームの湿度が高い上に直接頓射熱を受け,時

には冷却水,燃料,潤滑油の飛沫を浴び,塵挨など

の混入もあり,全体が絶えず振動ショックを受ける｡

このような悪条件のため整備は十分な注意を要する

が,その保守,取扱はきわめて苛酷である｡ゆえに

製品としては十分な信頼度と耐久性がなければなら

ない｡

(4)小型軽量にして安価なること｡

これは一般的なことであるが,自動車には装架さ

れる場所の制限も受けこの点特に強く要望される｡
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ディーゼル車用にもこの4項目は要 されるが,ガソ

リン車に比べて使用電圧が4倍の24V方式になってお

りェ~ンジン自体の振動も大きいので,電気機械としては

条件が悪くなる｡したがって従

点式では,振動, 向

使用されてきた振動接

庄のために接点の消托をきたし,

以前より種々問誼になっている｡

日立 作所においてはこの問題を根本的に解決するた

め,無接点式のカ←ボンバイル式電圧調整器を市場に出

した｡この特長はカーボンシートを堆積したものが,加

圧力により接触抵抗が変化することを利用したもので,

接点式のごとく界磁電流を断続しないというたが相違し

ている｡しかしながら,この速度性と安定度とに種々難

問が含まれている｡

今回研究の 果,すべての調整城において完全に乱調

を防止し,しかも感度が鋭敏で速度特性も良好な新型の

カーボンパイル式電圧調整器を完成することができた｡

以下これについて説明をする｡

〔ⅠⅠ〕カーボンパイル式電圧調整器の

基本特性

カーボンパイル式の動作原理についてはすでに本誌上

で詳細に述べられているので,本論においては調整,乱

調について述べる｡

日立カーボンパイル式電圧調整器は自動電圧調整器と

継充

･
.
ル

器から成立っている｡

自動電圧調整器は音l図に示すごとく,主要部分はカ

←ボンバイルとこれを圧縮するバネ,バネについてt･､る

可動鉄片･を吸引する電磁石より構成され,その調整には

パイル加圧ネジ(以下Pネジと称す)と磁束調整ネジ(以

下Fネジと称す)により行う｡

逆流継電器ほ第2図に示すごとく接点と電磁石より構

成され,電磁石には電圧,電流の両線輪が巻かれている｡

電圧線輪は接点を吸引し,電流線輪は充電々流が流れた

とき接点の保持を確実にすると同時に,逆流する場ノ合電

圧線輪と逆方向に作用し,接点を開.く役目をなす｡

(り カーボンパイル式の調整法の考察

カ←ボンバイルは発電機の界磁回路に直列に挿入され

定性的にはつぎのようになる｡

(i)Fネジを固定し,Pネジを締込んで行けば発電

機回転数一定の場合電圧は上昇する｡

(ii)Pネジを同定し,Fネジを絹込んで行けば端子

.電圧は降下する｡
したがって発電機の端子 圧をある伯に調整するPネ

ジ,Fネジの位置は相互にはある拘束を受ける｡

また自動車用発電棟には無負荷端子電圧の設定のみな

らず,定格回転数において規定の出力を出すことが要求

第1図

Fig.1.

電 圧 調 整 器 断 面 図

SectionalView of Voltage

Regulator

電

圧

第2図 逆 流 継 電 器

Fig.2.Cut Out Relay

第3図

Fig.3.

′ネジ締付角長

調■
･整
法 説 明 図

Illustration of Adjusting Method

される｡すなわち無負荷,負荷時それぞれ規定の抵抗値

をパイルは持たなければならない｡ゆえにこの両者を満

足するPネジ,Fネジの位帯は白から限定されている｡

この位置を決定する方法はいろいろ考えられるが,筆者

は突上電圧なるものを基準とし,これによって調整法を

きめることにした｡
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いま発電機回転数を一定に保ち(ii)に示すごとくF

ネジを縮込んで行けば,第1図の空隙gが減少し無負荷

端子電圧は貰3図のように下降してくる｡gが零になつ

たときはパイルが最も伸びたときで加圧力は最小にな

り,したがって端子電圧も最小になる｡この点よりさら

に締込んで行けばFネジは前記とは逆にパイルを加圧す

るから電圧は急昇する｡この最低電圧を突上電圧という｡

突上電旺が高いということはPネジが締過ぎ,逆に低

いというのは締不足を意味する｡したがって種々の実験

により突上電圧を適正な伯に定め,その値になるように

Pネジを固定し,つぎにFネジをもごして規定の無負荷

電圧になる位置に固定すればノミイル式電圧調整器の調整

は完了したことになる｡

(2)調整ネジの位置による電圧の変化

整された電圧調整器は使用国虹域において乱

調も生ぜず良好な作動をするが,パイルがひどく磨耗し

てくるとPネジがもどされたと同じ現象を呈し,電圧は

変動し乱調を生ずる｡この状況を考察する｡

第4図は回路図である｡図において発電機回転数が一

定で端子電圧gが安定なる値を保っているとすれば,電

圧線輪ア｡による電磁石の吸引力｣㌔と,加圧バネSpの

復元力の差がパイルシートCpに加わり,このときパイ

ルの抵抗足叩が恰度Eを発生するに必要な界磁電流

んを供 できるような値になっていなければならない)

ゆえにいま

E:発電機端子電圧

P｡:パイル加圧カ

タg:バネの復元力

f㌔:電磁石吸引力

∬:p｡の減少こよるパイルの伸び変位

とすれば次式が成立する｡

P｡=Ps-た‥‥

.･J/●､‥

(八

.

,〃･､
‥

./､l･

たゞし

･J/一.

∂j㌔
∂∬

dPg ∂j㌔

.J.i･
∴.l･

√りヽ･
∂E

<0

∂f㌔._ dE

∂丘- dズ

ー/J一､

申

dP｡/d∬<0であるが,使月]範匪にお'.､て:よほ土んど零

とみなすことができる｡ゆえに

ゼら-一旦覧こ∂‖………………….(3)
lJ.＼･

∴.l･

とおけばdg/ゐの符号は大体∂の値こよって決定さ

れると考えてよい｡

第4図 回 路

電 牒デ

尾
ノクスジ

み 刀-ボンノヾイル

み 刀口圧ハス

尾 電圧榛輪

長
′Fスシ

万 果石並綿輪

佑温度補償抵抗

Fig.4.Connection Diagram

/一斗

l 可団バス実り 飯昆

田

第5図

Fig.5.

∬ノj＼の誹簸

∬大の状態

バ ネ の 動 作

Action of Pile Spring

∂>0のとき意>0

∂=0のとき意≒0
∂<0 のとき

dE

(/.Y
<0

つぎにPβの値を検討するにバネの強さは次式で示さ

れる｡

Pざ=告∬……………………‥(4)
.一山㌔_ゑ1
‥1紘一一打…‥……‥‥‥‥‥…‥‥(5)

こ｣に 烏1:常数

J:バネの長さ
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ゆえにJが一定とすれば(5)式の右辺は一定の値とな

る｡しかしこれでは速度の無負荷 庄変動率が非常に悪

くなるので,実際のバネは第5図に示すごとく∬の増加

につれてJも減少するようになつ七いる｡すなわち

J=′(∬).‥.

.1JJ).‥

./∫

′′(ズ)……………………‥(7)

dP8/ゐは∬の函数となる｡つ

つぎにj㌔は次式で示される｡

j㌔=点2
丘-2

(∬1-∬)2

烏2:常数

∬1:∬が零になるとき,換言すれば吸引力が零

のときの空隙gの値である｡

このP".㌔の値を箇々に実測しdP8/血および∂j㌔

/弛を比較するたゎに重ねてみると苗`図のような形に

なる｡

j㌔は(8)式より飢こよって変動するものであるから,

この線は無数に存在する｡図のうちに交点が3点あるが,

発電機とともに作動している場合は存在を許さない｡

固からあきらかなように

0～β問

β～C問

C-り::

β 以上

dP且 ∂j㌔

./∫ ■1.T

dPp ∂j㌔

′J∫ ■;.T

=∂>0(右

=∂<0(右

のR即ま∬の増
し電圧は上昇

加
す

の間は∬の増加
圧は降下す

ハ封

告告=糊(大体電圧一定梢上昇)
ー//】､､･りJい

IJ.Y ●iユ･=∂≫0(t完璧窪娼学芸対)
P"j㌔は指数函数的に変化するためCヱ)問は力の変

化は大きいにもかかわらず∬の範囲は非常に少い｡

これらの関係を図示すれば第7図のごとくなる｡

(i) Pネジと端子電圧の関係

Pネジを締め込んで行くと恰かも弟7図と同じ傾向を

辿ることは容易と想像される｡最初電圧は上昇し,ある

位置まで るとPネジの締付けによるパイルシートの圧

縮度より,gの減少のため吸引力が増加し,可動鉄片の

変位の方が大きくなるので,差引きパイルの加圧力が減

少し電圧は下降する｡この下降のとき乱 現象を生ず

る｡さらにPネジを締めて行けば,乱調による電圧の振

幅は次第に少なくなり,ついに停止し電圧は安定する｡

この間は僅かにして暫くすると可動鉄片はFネジに密着

かまたはバネが完全に圧着されて不動になるので,パイ

ルシートを直接圧縮することになり電圧は急昇する｡

(ii) Fネジと端子電圧の関係

突上 圧のとき説明したごとく締めるにしたがい電圧

は降下するが,乱調を生ずることはほとんどない｡乱調

J 』

第6図

Fig.6.

J: rβ仰)

タ｡ と- j㌔ の 関 係

Relation between Ps and j㌔

､､､-

∬

第7図 ∬ と E の 関 係

Fig.7.Relation between x and E

第8図

Fig.8.

乱調 の オ ン ロ グ ラ ム

Osci1logram of Hunting

第9図

Fig.9.

安定時のオ シロ グラ ム

Oscillogram of Non-Hunting

はPネジの位置に関係しFネジの位置には関係しない｡

その理由はFネジを締めるとgの減少によって吸引力が

増すが,このため/りルの抵抗は増加して端子電圧は降

下し,吸引力は減少する｡この関係は(8)式の分子,分母

が同時に減少L･,しかもお互に二次であるから発電機と
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ミ)

出

第10図

Fig.10.

βネジ締付角J貫(○ノ

回 転 数 と 乱 調 範 囲

Relation between Revolution

and Hunting Band

組合っている場合は｣㌔はFネジの位置にあまり関係な

く一定となる｡

したがって(8)式は j㌔≒COuSt

. -/JJ‥
‥

く/.て
≒0･･･.･‥‥‥‥.‥‥.‥‥‥(9)

が成立する｡

しかるに仇㌔/ゐはますます大きくなる｡ゆえに∂は

∬の増加とともに大きくなるので系は安定となり乱調は

生じない｡

(3)乱調を起すPネジの範囲

第7図のβC間にPネジを設定して負荷を急激に

断した場合をオツシログラフでみると第8図のごとき現

象を生じ乱調となる｡

Cより右にPネジを設定し,上記と同じ条件でオシロ

グラフで撮影してみると第9図のごとくなる｡

一この点を考えてみると,∂が正であれば無乱調,負で

あると乱調を起すことになる｡しかし第7図のAβ問の

ように∂が正であっても,電圧が急昇したとき可動鉄片

が∂が負の位置に突入するようなときは乱調を生じる｡

(4)各因子と乱調の関係

(i) カーボンシートの影響

いまパイルレートの堆積枚数を一定として回転数を変

え乱調範囲を調べると大体1,800rpm以下ではPネジを

いかなる位置に設定しても乱調を生じないが,それ以上

になると乱調 が現われ,以後回転数の増加とともに乱

域も拡大する｡この一例を第】0図に示す｡

ゆえにいま L舌も最 を起しやすい最大回転数4,000

rpmにおいてカーボンシートの枚数を変化して乱調範

囲を求めてみると第l】図のごとくなる｡

これによるとシートの枚数を増加するこ-とにより, 向

回転において一定電圧を保つに必要な抵抗値をきわめて

安定な圧力のもとに出しうるから乱調防止に効果ほある

が,低回転時の抵抗も増加するから低速時の電圧,電流

第11図

Fig.11.

クスジ綿√寸角厚(｡J

カー∵オざン′シートの積重枚数と乱調の範囲

RelationbetweenNumber ofCarbon

Sheets and Hunting Band

第12図

Fig.12.

ハスの変相 りガ仰1

ネ の 特 性

Characteristic Curves ofPileSpring

第13図

Fig.13.

′ネッ締イT一角侵

バ ネ の 相違 に よ る 乱調範囲

Relation between Spring Character

and Hunting Band

の碓立が悪くなる｡

(ii)バネの影響

バネの弾性係数を大き 乱ばュ

.
J
･
一
･す

ノ

＼ 範囲が狭くなるこ

とは容易に推察される｡これを実験的に求めたものが第

12図,第13図である｡すなわち貰12図l･まバネの特性,第

13図はこのバネを使用した場合の乱調範囲である｡これ
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でみると Slの特性をもつバネが最も乱調範囲が少い｡

しかし51はパイルの磨耗した場合に調整電圧の減少

度が大きいこと,また調整電圧を同じとした場合に53に

比べて出力が少なくなるという欠点がある｡

(iii)吸引力の影響

バネに対し吸弓 力の作動点の変化が乱 にどのような

影響を与えるかを考えてみると茶目図のごとき傾向を持

つ｡これは吸引力をFネジによって変化したものである｡

Aヱ)は乱

が大きい｡

は生じないがいずれも使用中の電圧の減衰

以上を検討するとカーボンパイル式の三主要部分の仕

様を適当に選ぶことにより,安定性を増し乱調も防止で

きるが速度特性は悪くなる｡

〔ⅠⅤ〕乱 調 防 止 回 路

安定性も向上させ,→般の性能を良好ならしむるには

回路の検討を要することが必要になる｡

因を検討すればカーボンパイルの離間時間が

長いこと,励磁電流左の時間的遅れのあることがわか

る｡したがって左を速やかに希望値に落付かせること

ができれば電圧Eの減少度合も少なく乱調を防止するこ

とができる｡この見地より新型用の回路として第1`図の

ごときものを発案した｡

これは従 品の回路の温度補慣抵抗 旦打 と電圧線輪

彗フの位置を逆にし,途中にインダクティブリアクタ エ

を入れ,なお高抵抗γを界磁線輪回路と電圧線輪回路の

問に楕紹したものである｡

(り rの効果

γはパイルが離間するとき界縦線輪の両端に発生する

逆誘起電圧がちの増加を打消す方向に作用する役目を

持つ｡しかしてこの逆流の値はγの値によってきまる｡

たゞしγには当然適正値が存在する｡

(2)Lの効果

電圧線輪に直列に接続されているため,んの立上りは

抑制され,即応性は緩渾となるが,これはγ回路を稽絡

せしめることにより,いずれも無誘導のパイル･rを通

る電流∫rにより十分補償される｡したがって∫rほ負荷

を切ったとき流れる方向が第17図において最初右に,つ

ぎには左に流れることになる｡

エのおもな効果は上述の逆誘起電圧を有効に月｡に作

用せしめ,電機子旦Ⅳの方に流れて消費されないようこ

する塞流線輪の役目を持つ｡

第17図は第8図と同様最も乱

不ジを設定 急を荷負てし せ

の生じやすい場所こP

しめた状態のオシログラム

であるが,励磁電流は速やかに希望値に落付き,したが

って 圧Eの降下も少なく乱調とはならない｡

?
し
出
圃
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β 緑木足

第14図

Fig.14.

クネジ締付角伎

Fネ ジの位置に よ る乱調の範囲

Relation between Hunting Band`

and Position of F Screw

第15図

Fig.15.

空 脾(g)

F ネ ジ と 吸 引 力

Relation between Magnetic Pull

and Position of F Screw
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第16図 新 型 回 路 図

Fig.16.New Type Connection Diagram

第17図 新 型 回 路 の 制 御 特 性

Fig.17.Oscillogram Showing New Type

Connection Diagram
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〔Ⅴ〕充電発電機の性能

(り 所要特性と各部品仕様

ディーゼル自動車用発電機はガソリン車用のそれに比

して出力が大きい｡その理由は始動電動機の入力が大き

いため蓄電池も大容量のものが使用されるのと,バスに

使用される場合大型となるため点灯負荷も増加するから

である｡現在日立 作所で生産しているものは350W(ト

ラック用)500W,750W(バス用)の3種類である｡定格

回転数はトラック用のもののみ2,500rpm,他ほ2,000

rpm,出力の基準値はいずれも25V時においてそれぞれ

14A,20A,30Aとなっている｡その他の仕様は第1表

に示す値を満足するようになっている｡

逆流継電器は350W,500W用は単一接点,750Wは

二重接点である｡

幕18図より第20囲までに日立新型カ←ポンパイル式充

電発電機の外観を示す｡第21図はカーボンパイル式電圧

整器の外観である｡

設計にあたって今までの研究結果を適用し,さらに従

品と外観を全然変更し,抵抗器群を第22図のようにペ

ースの裏面に設置して保護と温度的絶縁を兼ね,パイル

収納部には冷却フィンを設け,冷温時の特性変化を少く

するように改良した｡

(a) カrボンシ←トの枚数を増加した｡これにより

第18国 350W充 電 機 セ ッ ト

Fig.18.350W Charging Generator Set

第19図 500W充電発電機セ ット

Fig.19.500W Charging Generator Set

1543

高回転において発電機が一定の端子電圧を保つに

必要な抵抗を完全に出しうる｡

(b)板バネを3枚重ねとし,それを6方に放射状に

出して各部の不均衡を是正し,その特性を電磁吸

引力の傾向に近づけた｡

(c)電圧線輪を温度上昇を下げるべく太い線を採用

し,同時に即応性を高めるためインダクダンスを

下げた｡

第20図

Fig.20.

750W充電発電椒セ ット

750W Charging Dynamo Set

第21区I

Fig.21.

新型カーボン.ベイ

New Type Carbon

Regulator

ル電圧調整器

Pile Voltage

第22区I

Fig.22.

新 型 の 裏 面 配 線 図

Back View of New Type

Regulator
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第1.表 日立式充電発電機仕様

Tablel,Performance Data of Hitachi

Charging Generator

規 格

規格は規定の電圧調整器と組合せた場合

(d)点pc,rについては制御特性のみならず,第1

表の性能を満足せしめるため適正値を選んだ｡

(2)綜合特性

以上により使用中 を
レし′1変の性持の のが弟23

図である｡この条件て･･まPネジをもどすことによってパイ

ルの磨耗に置き換えてあるので,実際面と幾分相異する

が,傾向は完全に捕捉できる｡この

(i)Pネジの位置いかんにかゝわらず,全域にわた

って乱調を生じない｡

(ii)突上電圧はPネジを弛めると甫3図にも説明し

た通り降下するが,降下の 度はなめらかになる｡

(iii)無負荷電圧はPネジを4500 ぐらい弛めてもほ

とんど変らず規定値の間に入ついる｡

(iv)出力も同様4500 ぐらいの聞は13A以上あり

規定の公 内にあり十分実用に供しうる｡

カ←ボンバイルは動作原理上圧力の加減のみで摺動

(発 機刷子のごとく)または界磁電流の断続(振動接点

式のごとく)をしないからパイルアートの磨耗というこ

とはほとんど無視できる｡したがって上記のごとく4500

分だけ磨耗すること

考えられる｡

上用実十小

ゝ
∩
〓

′甘寿の に十分匹敵すると

〔ⅤⅠ〕新型充電発電機の性能

以上の制御特性を持つ電圧調整器を日立ディーゼル車

用発電棟と組合せた場合の特性を350Wおよび750W

について述べる｡500Wはこの中間と考えてよい｡

(り.速度特性

第24囲および第25図にそれぞれの速度特性を示した｡

電流は端子電圧を25Vに調整したときの値である｡750

Wはバスに利用されるため低速充電特性が非常によい｡

(2)外部負荷特性

第2`図は外部負荷特性である｡日立カーボンパイル式

整器は 線輪のほかに電流制限

線輪が和動に巻かれ,負荷電流が流れると端子電圧が降

下する構造になっている｡これにより発電機の過負荷を

防止できる｡

4好 ♂ /膠

′ネジ弛の角度(ビリチ♂Jノ
ー♪スッ締め角度

第23図 綜 合 特 性

Fig.23.GeneralCharacteristic Curves

､て･司`ゝ

誓誓色

相柑柑

】-L膨
〃U

無負荷電圧

諺膠

負荷毒;充(ガ〝喝)

第24図

Fig.24.

回転甑(仰Jり

･･て､

350W発電機の速度特性

Speed Characteristics of350W

Charglng Generator

ク御

E紙数仰例

第25図 750W発電機 の 速度特性

Fig.25.Speed Characteristics of750W

Charging Generator
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第 2 表 実用走行テ スト 測定倍

Table2.Data afterlOO,000km Runnlng

1545

一号軍 …;:三;……:三i13.8
装着時

100,000km走行径

〟

負荷電流(月)

11

策26国 外 部 負 荷 特 性

Fig.26.ExternalCharacteristicsof

Charging Generators

(3

粟
細
道
監

(3)実用テスト成績

新型電圧調整器をいすゞ自動車株式会社研究部に納入

し,同所の御尽力によって柑･こ使用条件の苛酷な車,す

なわち昼夜の別なく魚類を満載して平坦地,不整地など

を長距離走行するトラックに装備して,実用テストを施

行した｡供試品3台中2台は目標の100,000kmを無

放で走行完了した｡残り1台は70,000kmを無

行中である｡いずれもこの間-∴乾も調整するこ

故も起していない｡

放で走

100,000km走行授の成績を第2表に示す｡この値は車

上における渕定値でありエンジンルームの温度の影響,

エンジンの回転数を一定に保持でき難い点最初のときと

条件が→致しないため,測定上の誤差もあるがこの値を

みるとほとんご変化がなく,今後この饉相当長い間無調

整で使用できるものと信ずる｡

いずれにしても従 問題となってt-､た比較的電圧の高

い24V式のディーゼル車用電圧調整器が100,000km

を無事故, ′鰐川 したということは振動式に比し

て画期的なことであり,筆 の目的l･ま十分に達せられた

ので一応こ｣でテストを打切った｡

〔ⅤⅠⅠ〕結 言以上の結果を綜合するに

(1)従来24V方式を採用するディーゼル車用カー

ボンパイル式電圧調整器に起りやすい乱調現象も

新しい制御回路を使用することにより調整域全体

にわたって乱調を防止したこと｡

三号津
26.6

.5
0 26.5 ■ 装着時

10.4 26.4!70,000km走行後

本データーはⅠ社研究部提出による

(2) 整をする場合には突上電圧を17V近辺にす

るのが一般特性が最も良好であることを実験によ

り確認したこと｡

(3)新型を実用テストしたところ無事故,無調整で

10万粁を走行できたこと,なお終了後も調整電圧

に異常なく今後もその儀で十分使用できるのを確

認したこと｡

などである｡この新型を完成するまでに前後3年の日時

と多くの人の努力が費やされたが,特にパイル式の育成

に御尽力戴いたいすゞ自動車株式会社,基礎の研究を完

成された日立研究所の一木,茂木両氏,製品の製作実験

に御協力戴いた関係各位および長い間常に御指導,御鞭

捷を賜った久米氏に厚く感謝の志を表して本論を

1

2

3

(4)
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光 電 測 光

弟l図に示すように単色光を回転円故に設け■られた窓

に通し,この各窓に交互に振付けられた互いに屈折方向

の異なるプリズムによって交互に積分三味内の梗準試料お

よび被測定試料を照射し光電管により電流に変換する｡

この光電流の波形はたとえば需2図座示すようになる｡

ただしAおよびBはこそれぞれ標準試料および被測定試料

を照射した単色光による光電流の波形を示し,旦Aおよ

び草βほそれぞれの波高借,∝は標準試料を照射する単

色光を通す回転板の窓の通光調節板の開き角度,βは被

測定試料を照射する単色光を通す窓の開き角度を示す｡

なおこれらの角度は各窓の角間隔を打とした場合の借て

ある｡今Aおよびβよりなる波形を角位置∂の函数ダ(β)

として一打および打問の一週期についてフーリエ級数に

展開すればその基本周波数の係数はRBSinβ-R^Sin∝

となる｡そこで光電流を増幅後濾波器により基本周波数

の電流のみを取り出し制御回路に加えて回転板の通光窓

登板の開層潅自動的に上記基本周波数係数値が零と

なるように調節するようにしておくとき

RBSinβ-R,1Sin∝=0

したがって

長月ニSin∝

RA Sinβ

ここにj軋巨およばβは既知の一定倍てあるから屈βすな

わち被測定試料の反射率に相当する倍は∝の催のみによ

って表わされる｡したがって回転板の窓調節彼の閲庶∝

ないしSinαを適官の機構を通じて孝旨示するようにして

おけばこの場合の単色光に対する被測定試料の反射率な

いしその他の光学的性質の量的表示がえられ,■さらに分

･光器からの単色光の波長を連続的に変化させる場合波長
変化機構と前記の窓調節仮の開度表示装置とを連動させ

ることにより被測定試料の反射率その他の光学量のスペ

クトル曲線がえられる｡従来この種の装置は回転ニコル

野 夫

第 1 図

一方 m星Z

第 2 図

プリズムを聞いたが,この発明はニコル使用に件なう光

の損失,使用波長の制約および装置価格の増大などの不

利を一掃したものてある｡ (原田)




